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 平成28年度司法試験において、鹿児島大学法科

大学院の修了生は22名が受験し、合格者は1名で

した。 

 まず、激変する法曹養成過程に身を投じ、初志貫

徹を果たした合格者に心から敬意を表し、お祝いを

伝えたいと思います。ますますの研鑽により、本学

の理念を体現する法曹として活躍してくれることを期

待したいと思います。 

 日本社会はますます複雑・多様化が進むにもかか

わらず、それを支える法曹を目指すという人が減っ

ています。そのため今後現場で働く法曹一人ひとり 

への期待はますます高まることが予想され、活躍す 

る機会が増えるものと思います。今後も、研鑽を積

むことに積極的でいて欲しいと思います。 

 また、残念ながら今回は結果を得られなかったみ

なさん。日々の努力を信じ、来年度に向けて悔いの

ない取組みをして下さい。大学としてもできる限りの

支援をします。要望などがあれば、遠隔地におられ

る方も、遠慮なくお伝え下さい。 

これから受験回数の制限等によりこれから新たな 

道を進むみなさんもおられます。これまで法曹への

扉を開けようとした努力は、必ずこれからの道を歩 

 

 

 

 

 

むに当たっての糧となるはずです。信じる道を、それ

ぞれに胸を張って進んでください。本学教員に力に

なれることがあれば、遠慮なく声をかけてください。 

 今年の司法試験の結果を得て、鹿児島大学法科

大学院の累積合格者数は 20 名に到達しました。そ

の多くが鹿児島を中心とする地方や司法過疎と呼

ばれる地域での弁護士活動に身を投じています。ま

た、様々な分野で活躍する修了生の姿に触れること

が増えており、頼もしく思っています。 

鹿児島大学法科大学院は、平成 26 年 4 月に募

集停止を発表していますが、学生が在籍する限り従

前通りの手厚い指導体制を確保するとともに、鹿児

島大学として司法政策教育研究センターを基盤に

修了生への支援を提供し、「地域に学び、地域に貢

献する」法曹への意欲を持つ者が法曹への道を歩

む後押しをしていきます。 

来年度に向けて、一人でも多くの法曹を送り出せ

るよう、力を尽くしたいと思います。今後とも、ご支援

をお願いいたします。 

鹿児島大学大学院司法政策研究科 

（法科大学院） 

研究科長 米田 憲市 

 

 

 

 

〈平成２８年度司法試験合格者報告会の様子〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１． 合格するまでの経緯 

平成 20年に九大ローを修了後、2年目、4年目、5

年目と 3回受験。短答式に初合格したのは 2回目の

受験の時でしたが、その時は論文式で何かの科目で

足切りにあいました。3 回目の 5 年目の受験時も短

答に合格しましたが、総合では下から数えた方が早

い順位で全く振るいませんでした。 

平成 27 年に鹿大ローを修了した昨年の受験時は、

あとほんの少しというところで惜しくも不合格でしたが、

今年、通算 5 回目の受験でようやく合格しました。試

験後は、短答式の点数が予想より悪かったことと、論

文式の手ごたえがむしろ去年よりなかったことから今

年の合格は絶望視していましたが、結果としては論

文で約 2000 人抜いて合格していました。 

２．総論 

司法試験は資格試験であることから、合格という

結果を出すことが最大の目的です。そして、この目的

達成のためには結果から逆算して必要な手段のみ

を選択していくことが何より重要です。ここで、どのく

らい逆算するのかですが、来年の試験日当日に、こ

の科目のこの論点でこういう問われ方をしたら、この

くらいの時間でこういうことを書いて逃げ切ろう、とい

うような感じです。まさに、格闘技等で相手がこういう

太刀筋で来たら、こういうかわし方をしてこう切り込も

う、というイメージトレーニングそのものです。このよう

に常に考えながらする勉強は疲れますが、反面、楽

しくもあります。なぜなら、合格のために必要な勉強

しかしていないという確信がもてるからです。 

司法試験は日本で最難関の試験と言われている

こともあり、ともすれば手段と目的を取り違えてしまう

人が大勢いるような気がします。難しい本を毎日読

んでひたすら知識をインプットしていき、いつか神様

がふさわしい人間だと認めてくださった時が合格する

時なのだ、という風に考えてしまいがちです。かく言う

私もかつてはそうでした。 

しかし、司法試験は相対的に人よりいい点数を取

れれば合格するものにすぎません。そして、あらゆる

意味で本当に時間が足りない試験でもあります。した

がって、合格という目的に向けて 1 点でも効率良く稼

ぐにはどのような手段をとるべきか、と日々考えなが

ら勉強することが非常に重要なこととなります。 

３． 各論 

（１）法的三段論法の重要性 

低レベルの話かもしれませんが、この試験で最も

大事なのは法律答案としての形式面を常にみたすよ

うにすることだと思います。答案としての形式面をみ

たしていないと、その後の実質面の審査に移りようが

ないからです。試験委員もまずは形式面での要件充

足を強く求めています。他学部・社会人出身等の法

律の勉強に慣れていない純粋未修者が多かった第3

回目くらいまでの新司法試験の採点実感を読むと、

実質的な法律論の出来はともかく、まずは形式面で

法律論文としての体裁を整えてくれ、という試験委員

の悲痛な叫びであふれているからです。 

法律答案としての形式面とは、言うまでもなく問題

提起→規範定立→あてはめ・結論の法的三段論法

です。これさえ満たしていれば、どんなに拙い内容で

も一応は採点の俎上に乗ります。もちろん皆がよく書

ける論点で内容が拙ければ低い評価となりますが、

難問や誰も知らない現場思考型の問題の場合は、

他の受験生も記述が乱れ、全体の出来は確実に悪

いです。したがって、単に形式面をみたしているだけ

で楽に平均以上の点が入ることも珍しくないのです。 

たとえ暗記が苦手で判例の規範の再現等が拙く、

全般的にゆるめの論述しかできなくても、法律答案

の形式面を絶対に崩さない人であれば、皆が出来る

論点で他の受験生に多少劣っても、難問や現場思考

型の問題で点数をそれなりに拾ってくることができま

す。知識量は大したことないのに、どんな問題が出て

もなぜか大崩れしない受験生の正体とはそういうも

のではないかと私は考えています。 

（２）常に考えて勉強することの重要性 

逆算式の勉強法が大事で、そのためには試験現

場での自分の身のこなしをイメージすることが重要だ

と述べました。この試験においてイメージすべき方向

性は、大要、同じ効果を上げるのにはどうすればもっ
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とスピードを上げることができるか、ということに集約

されてくると思います。試験当日、現場で点が入りそ

うな論述を素早くするには、事前にどういう準備が必

要か、という発想です。その意味では、定義や判例

の丸暗記はもちろんとても有効な方法です。しかし、

来年の試験終了に向けてのカウントダウンはすでに

始まっているのであり、今この瞬間も受験生全員に

平等に与えられた試験時間の一部と言えるのです。

だとすれば、日頃から最も費用対効果の高い勉強法

を追究していくべきであり、考えた結果、ある論点に

ついて多くの時間を割いて判例の丸暗記までやらな

くても、現場で条文の制度趣旨から考えれば多少論

述スピードは落ちても似たような規範定立は可能、と

判断できればそうすべきです。最も避けるべきは方

法論において思考停止してしまうことです。 

（３）グループ学習の重要性 

受験生に与えられた時間の有限性から効率的な

勉強をすることの重要性を述べました。そのために

は最善を追究するようなオーバークオリティな勉強は

厳に慎むべきです。しかし、法律の勉強は難しくやろ

うと思えばいくらでも難しくやることが可能で、どのくら

いが受験生にとって必要十分なのか非常に分かりづ

らいことが問題となります。これをかなり解決してくれ

るのが、他の受験生や直近の合格者と自分を比較

することです。ある分野や論点で他の受験生がアウ

トプットしてくるレベルを把握できれば、それに大きく

差をつけられない程度の勉強にとどめておけばよい

のであり、また、自分で考えたときに理解が非常に難

しかった部分でも、他の人も大した理解をしていない

ことが分かれば、とりあえず深掘りするのは後回しと

することも可能となります。そうやって、常に他者を鏡

として、正確な自己像の認識に努めることが効率的

な勉強の鍵です。私の受験生活を振り返っても、充

実したグループ学習をできていた人たちほど、短期

間で合格していった傾向が明らかにあると感じます。 

（４）答案練習についての考え方 

逆算式勉強法の観点からは、学習の早い段階で

実戦的な演習問題（できれば過去問そのもの）に触

れることが必要です。試験当日に本試験の問題に対

する合格答案を時間内に書き切ることが最終目的だ

からです。しかし、学習が十分に進んでいない段階で

過去問を時間内に書くということにいきなり挑戦する

のは至難の技です。そこで、最初は優秀答案等を丸

暗記してでもよいので、とにかく何か書くための材料

を自分の中に入れた状態で答案練習に取り組んで

みることをおすすめします。答案を丸暗記して何の役

に立つのか、と怒られそうですが、実際は司法試験

の答案のように長い文章を「丸暗記」することなど特

殊な才能がある人以外不可能です。実際は、丸暗記

しているようにみえて、対象の文章の論理の流れを

理解した上で再現するという作業をしているのであり、

法的三段論法を構築する訓練には十分になっている

のです。この方法のメリットは、自分の中に書くため

の材料が蓄積されてない初学者の状態でも早期に

答案練習に取り組めることです。 

「丸暗記」で答案作成することに慣れてきたら、次

は問題の出題趣旨や論点表など概略だけを見て時

間内に書くことに挑戦します。これらの段階を踏んで

いくことで、初見の問題にも時間内に取り組めるよう

になるでしょう。物理的に書くスピードが遅い人は“丸

暗記”の段階から 2 時間ではなく 1 時間 45 分で書く

ようにして自分に負荷をかけてみたり、逆に、2 時間

ではどうしても流れの悪い論述しかできない人は、1

回思い切って時間を気にせず、論理をきれいに流す

ことのみに集中してみる、など自分の弱点と相談しな

がら必要な練習を積むべきです。 

ここで、論理をきれいに流すと述べましたが、これ

は法的三段論法を崩さないということと同じ意味です。

もっとも、合格者答案等を分析すると実際には三段

論法が崩れている場合も多々あります。時間の制約

等の色々な事情でそうなっているのですが、よく分析

すると、問題提起と規範定立を巧妙に一体化させて

いたり、その問題で要求されている全体的な事務処

理量などの「空気」を読んで、あえて問題提起を省略

したりしていることが見えてきます。また、優秀答案な

どの中には、答案終盤等で記述が崩れているように

見えても、文中にある一語があってそれが果たす機

能のおかげで救われていることなどがよく見られます。

いわゆる「うまい答案」というのはそういうことが自然

にできている答案なのかもしれません。このように答

案分析では、書き手が何を意図してその言葉を選ん

だのか、その言葉が一文中でどのような機能を果た

しているのか、という日本語のレベルに着目して読む

ことの方がむしろ大事なような気がします。 

４．終わりに 

今回は総論的な勉強法を中心に述べさせていた

だきました。司法試験という「山」は高く険しい山です

が、頂点にたどり着く登り方は色々あるように思いま

す。というより、現在勉強中の皆さんの状態に応じた

様々な処方箋があるといった方がぴったりでしょう。

個別の勉強法等についてのご相談があればいくらで

も応じさせていただきます。この試験に関する失敗だ

けは人一倍重ねていますので、反面教師的な意味

合いで有益なアドバイスができると思います。 

最後になりましたが、これまでご指導とお世話をい

ただいた鹿大の先生方や弁護士の先生方とスタッフ

の方々、そして共にゼミを組んでくださった皆さん、本

当にありがとうございました。私にとって最高に充実

した環境で勉強させていただくことができました。心よ

り御礼を申し上げます。 

 

 

後藤 寛 さん 

１． 出身・経歴等  福岡県出身。 

早稲田大学法学部卒業後、起業等を経て株式会社リ

クルートに入社。主に自動車情報誌編集者として勤務。

その後、短期間のフリーランスを経て九州大学法科大

学院未修者コースへ入学。修了後、3 回司法試験を受

験するが不合格となり受験資格を喪失し、捲土重来を

期して鹿児島大学法科大学院既修者コースへ入学。 

２． 法曹を目指したきっかけ 

編集者時代、某財閥系自動車会社の担当となって取

材中に同社のリコール隠しに起因する死亡事故が起こ

り、現場の社員の方々の大変な苦労を目の当たりにし

たことから企業のコンプライアンスに興味を持ったこと。 

３． 受験中一番つらかったこと 

社会に参画していない時間が長くなり、年々疎外感

が深まっていったこと。直前期の 2 月に自転車で転倒し

て顔面骨折等の大きなケガをし、1 か月近くほとんど勉

強できなかったこと。 

４． 息抜きの方法 

自修室から帰宅した後、遅い夕食をとりながら映画な

どを 1本くらいほぼ毎日観ていた。あとは、ゼミを組んで

いる友人たちとの雑談など。 

５． 得意科目     環境法 

 

 

 

 

●授業料特別免除者決定通知書および奨学金

給付決定通知書授与式の開催について 

 授業料特別免除者決定通知書および奨学金

給付決定通知書授与式が、9 月 28 日に行われ

ました。3 名の学生が免除者・受給者となりまし

た。 

 

 

〈授与式の様子〉 

 

●6月 27 日（月）・7 月 15 日（金） 

臨床法学リカレント・セミナー「法医学と法実務」

セクション 実施 

●8 月 19 日（金）～8 月 22 日（月） 

ロイヤリング実践セミナー２０１６ 実施 

●9 月 10 日（土） 

サマーセミナー 実施 

●9 月 27 日（火） 

FD ワークショップ「アクティブラーニング型授業

の方法と工夫 ー法学教育をより効果的かつ魅

力的なものにするためにー」 実施 

 

 


